
【
研
究
ノ
ー
ト
】

ド
イ
ツ
・

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
安
全
保
障
政
策

加
　
藤

秀
治
郎

は
じ
め
に

東洋法学
　
戦
後
、
（
西
）
ド
イ
ツ
は
冷
戦
の
最
前
線
に
あ
っ
て
厳
し
い
国
際
環
境
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
冷
戦
の
終
結
と
ド
イ
ツ
統
一
の

達
成
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
一
変
し
た
状
況
の
中
で
、
安
全
保
障
政
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
統
一
後
も
引
き
続
き
政
権

の
座
に
あ
っ
た
コ
ー
ル
首
相
の
下
で
も
、
新
し
い
動
き
は
す
で
に
見
ら
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
一
九
九
八
年
の
総
選
挙
で
誕
生
し

た
シ
ュ
レ
ー
ダ
i
政
権
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
整
理
し
、
検
証
し
て
み
た
い
。

　
新
政
権
は
、
現
実
派
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
を
首
相
と
し
て
い
る
も
の
の
、
社
会
民
主
党
の
単
独
政
権
で
は
な
く
、
平
和
運
動
に
近
い

「
緑
の
党
」
と
の
連
立
政
権
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
安
全
保
障
政
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。
結

論
的
に
は
、
重
点
の
置
き
方
の
相
違
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
中
道
・
右
派
の
コ
ー
ル
政
権
と
は
無
視
で
き
な
い
相
違
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も
見
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
点
を
詳
し
く
述
べ
て
い
こ
う
。

二
　
戦
後
ド
イ
ツ
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策

　
戦
後
ド
イ
ツ
は
厳
し
い
国
際
環
境
の
下
で
、
選
択
肢
が
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
明
確
な
国
家
戦
略
に
た
っ
て
外
交
・
安
全
保
障
政

策
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
著
名
な
外
交
評
論
家
の
テ
オ
・
ゾ
ン
マ
ー
の
整
理
に
し
た
が
っ
て
見
て
お
き
た
い
。

　
ゾ
ン
マ
ー
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
基
本
線
を
、
次
の
四
つ
に
整
理
し
、
そ
れ
を
「
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
タ
」
と

い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
戦
後
日
本
で
は
久
し
く
忘
れ
ら
れ
て
き
た
概
念
だ
が
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
ら
が
「
国
家
理
性
」
（
ω
富
9。
串

同
巴
ω
9
）
と
呼
ぶ
、
基
本
的
な
国
益
の
こ
と
で
あ
り
、
国
家
の
生
存
・
強
化
の
た
め
の
行
動
の
規
範
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
の
『
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
タ
』
は
、
…
…
第
一
に
主
権
の
回
復
、
第
二
に
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
構
築
物
（
囚
o
話
霞
爵
－

江
目
）
の
一
部
と
な
る
こ
と
、
第
三
に
対
立
す
る
世
界
シ
ス
テ
ム
で
の
自
己
防
衛
・
自
己
主
張
（
ω
o
一
σ
ω
号
①
冨
号
9
轟
）
、
第
四
に
ド

イ
ツ
分
断
の
克
服
、
と
さ
れ
た
」
（
ω
o
B
菖
9
8
2
）
。

　
簡
単
に
見
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
の
主
権
の
回
復
と
い
う
点
で
は
、
一
九
四
九
年
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
な
っ
て
か
ら
も
、
五
一
年
ま
で
は
外
務
省
も
設
置

で
き
な
い
ほ
ど
、
主
権
が
制
約
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
ま
ず
、
講
和
・
独
立
の
達
成
に
精
力
が
注
が
れ
、
五
五
年
の
講
和
条
約
発
効
で

ほ
ぼ
主
権
が
回
復
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
も
米
英
仏
の
連
合
国
は
、
緊
急
事
態
の
こ
と
を
考
慮
し
て
一
部
の
権
限
を
留
保
し
て
い

た
。
こ
れ
を
消
滅
さ
せ
る
に
は
、
基
本
法
（
憲
法
）
に
非
常
事
態
の
規
定
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
六
八
年
に
保
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守
の
C
D
U
／
C
S
U
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社
会
同
盟
）
と
S
P
D
（
社
会
民
主
党
）
が
大
連
立
政
権
を
組
ん
で
、
こ
の
大

改
正
を
成
し
遂
げ
た
。
い
ず
れ
も
国
内
の
激
し
い
抗
争
の
末
に
実
現
し
た
の
だ
が
、
政
治
指
導
者
層
は
断
固
た
る
姿
勢
で
そ
れ
を
進

　
（
－
）

め
た
。

　
第
二
は
、
欧
州
統
合
の
推
進
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
E
E
C
、
E
C
、
E
U
と
発
展
す
る
欧
州
統
合
の
推
進
役
で
あ
っ
た
。
第
三
の

目
標
は
両
義
的
だ
が
、
狭
義
の
そ
れ
は
自
己
防
衛
で
あ
り
、
こ
れ
は
安
全
保
障
政
策
の
基
本
だ
が
、
や
は
り
ド
イ
ツ
は
そ
れ
を
N
A

T
O
（
北
大
西
洋
条
約
）
と
い
う
集
団
的
枠
組
の
中
で
達
成
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
努
力
の
末
に
達
成
さ
れ
た
の
が
、
第
四
の
「
ド

イ
ツ
分
断
の
克
服
」
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
開
放
か
ら
、
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
統
一
で
達
成
さ
れ
た
。
基

本
的
な
四
つ
の
目
標
は
す
べ
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
あ
と
は
広
義
の
意
昧
で
の
第
三
の
目
標
た
る
自
己
主
張
を
、
「
普
通
の
国
」

と
し
て
展
開
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
　
冷
戦
終
結
後
の
変
化

東洋法学
　
冷
戦
が
終
結
し
て
、
ド
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
る
と
、
ド
イ
ツ
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
上
の
国
際
環
境
は
一
変
し
た
（
加
藤
、
一
九
九
二
）
。

そ
の
点
と
、
そ
れ
に
伴
う
安
全
保
障
政
策
の
変
化
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
①
自
国
（
西
ド
イ
ツ
）
の
防
衛
が
最
優
先
課
題
で
あ
っ
た
が
、
冷
戦
の
終
結
と
統
一
の
達
成
に
よ
り
、
東
側
か
ら
の
脅
威
は
き
わ

め
て
小
さ
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
軍
事
超
大
国
・
ソ
連
邦
の
崩
壊
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
解
体
、
N
A
T
O
の
東
方
拡

大
に
よ
り
、
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
欧
州
に
お
け
る
軍
事
デ
タ
ン
ト
の
着
実
な
進
行
に
よ
り
一
段
と
強
固
な
も
の
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（
2
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
②
西
側
の
共
同
防
衛
（
集
団
防
衛
）
機
構
で
あ
っ
た
N
A
T
O
は
、
西
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
死
活
的
に
重
要
な
後
ろ
盾
で
あ
っ
た

が
、
右
の
事
情
に
よ
り
、
共
同
防
衛
の
役
割
か
ら
、
「
新
し
い
役
割
」
に
重
点
を
移
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
N
A
T
O
の

「
領
域
外
」
の
紛
争
・
危
機
に
対
す
る
管
理
・
対
応
を
主
要
任
務
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
統
一
ド
イ
ツ
も
応
分
の
寄
与
を
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
③
ま
た
、
し
ば
ら
く
し
て
明
臼
に
な
る
点
だ
が
、
ド
イ
ツ
が
N
A
T
O
の
「
領
域
外
」
の
紛
争
や
危
機
へ
の
対
応
を
重
視
す
る
場

合
、
自
衛
型
の
既
存
の
ド
イ
ツ
連
邦
軍
の
編
成
で
は
領
域
外
で
の
活
動
が
極
端
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
連
邦
軍
の
編
成
を
派
遣
型
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V

と
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
（
佐
瀬
、
二
〇
〇
一
b
）
。

　
時
期
的
に
詳
し
く
見
て
お
く
な
ら
ば
、
統
一
前
後
の
一
九
九
〇
年
の
総
選
挙
の
頃
に
は
、
ま
だ
野
党
の
一
部
に
中
立
志
向
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
主
要
な
政
党
、
政
治
指
導
者
の
間
で
完
全
な
合
意
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
、
国
際
環
境
の
変
化
が
さ
ら

に
進
む
と
、
次
の
よ
う
な
合
意
が
固
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
確
た
る
地
位
を
占
め
、
併
せ
て
国
際
社
会
で
新
し
い
責
任
を
担
う
、
「
普
通
の
（
国
の
）
状
態
」

（
2
自
B
四
洋
警
）
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
ゾ
ン
マ
ー
（
ω
o
B
ヨ
雲
8
e
）
は
先
の
よ
う
に

「
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
タ
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
だ
が
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
政
策
、
広
く
は
外
交
政
策
に
お
い
て
、
国
益

重
視
の
姿
勢
は
い
ず
れ
の
政
権
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
は
つ
い
に
「
普
通
の
国
」
に
近

づ
い
た
の
で
あ
る
。
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「
普
通
の
（
国
の
）
状
態
」
と
は
何
か
を
、
日
本
の
場
合
と
の
対
比
で
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
政
府
解
釈
で
は
、
個
別
的
自
衛
権
に
よ
る
「
専
守
防
衛
」
だ
け
は
可
と
さ
れ
て
い
る
が
、
憲
法
上
の
制
約
か
ら
集
団
的

自
衛
権
は
行
使
が
不
可
で
あ
り
、
ま
た
、
国
連
な
ど
集
団
的
安
全
保
障
の
参
加
は
武
力
行
使
を
伴
う
も
の
は
不
可
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
（
西
）
ド
イ
ツ
で
は
、
防
衛
に
は
何
ら
制
約
は
な
く
、
個
別
的
自
衛
権
の
行
使
は
も
ち
ろ
ん
、
N
A
T
O
同
盟
国

の
防
衛
へ
の
寄
与
も
ま
っ
た
く
間
題
は
な
か
っ
た
。
特
殊
だ
っ
た
の
は
、
N
A
T
O
の
「
領
域
外
」
へ
の
連
邦
軍
の
投
入
が
で
き
な

い
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
湾
岸
戦
争
を
機
に
こ
の
点
で
の
政
策
転
換
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
基
本
法
（
憲

法
）
改
正
は
頻
繁
に
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ル
政
権
も
こ
の
点
で
の
改
憲
を
検
討
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年
七
月
の
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
判
決
で
、
N
A
T
O
域
外
へ
の
派
兵
も
「
合
憲
」
と
さ
れ
、
改
憲
は
求
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
法
律
的
な
制

約
は
な
く
、
「
普
通
の
（
国
の
）
状
態
」
と
は
、
政
策
的
に
も
転
換
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
姿
勢
は
、
過
去
も
現
在
も
政
権
交
代
が
あ
っ
て
も
連
続
的
に
追
求
さ
れ
た
と
、
ゾ
ン
マ
ー
は
い
う
。
国
益
の
評
価
が
定

ま
っ
て
い
れ
ば
、
選
択
で
き
る
政
策
の
幅
は
自
ず
と
定
ま
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
す
で
に
コ
ー
ル
政
権
の
時
か
ら
、
次
の
よ
う
な
「
領
域
外
」
派
兵
が
行
わ
れ
て
い
る
。
九
四
年
の
判
決
が
出
る
以
前
の
も
の
は
、

法
的
に
は
見
解
が
分
か
れ
、
野
党
な
ど
か
ら
提
訴
さ
れ
な
が
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
か
ら
は
ソ
マ
リ
ア
ヘ
の
派
兵
、

ま
た
同
じ
年
に
ボ
ス
ニ
ア
領
空
の
空
中
管
制
機
で
の
監
視
が
行
わ
れ
、
九
五
年
か
ら
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
平
和
実
施
部

隊
で
の
活
動
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
向
が
、
対
米
関
係
で
は
ど
う
い
う
意
昧
を
も
つ
の
か
、
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ア
メ
リ
カ
側
と
し
て
は
、
グ
ロ
i
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バ
ル
な
問
題
の
す
べ
て
に
関
与
し
き
れ
な
い
以
上
、
「
欧
州
の
安
全
保
障
に
関
し
て
欧
州
（
E
U
）
自
身
が
よ
り
大
き
な
責
任
を
負
う

こ
と
を
歓
迎
す
る
姿
勢
」
（
佐
瀬
、
二
〇
〇
二
、
一
〇
三
頁
）
が
あ
る
の
は
明
確
で
、
時
に
は
負
担
の
均
衡
と
い
う
観
点
か
ら
、
欧
州
に

対
し
て
積
極
的
関
与
さ
え
要
求
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
「
他
面
で
そ
れ
が
欧
州
で
の
米
国
の
発
言
力
低
下
を
招
く
こ
と
に
は
明
ら
か
に
警
戒
的
」
（
同
）
で
あ
っ
た
。
「
冷
戦
時
代

か
ら
フ
ラ
ン
ス
が
安
全
保
障
面
で
対
米
自
主
性
を
唱
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
や
東
側
か
ら
の
脅
威
と
、
大
戦
の

恐
怖
か
ら
開
放
さ
れ
た
他
の
西
欧
諸
国
も
、
欧
州
の
安
全
保
障
で
は
欧
州
が
主
人
公
で
あ
る
方
が
よ
り
望
ま
し
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
る
」
（
同
）
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
が
そ
の
方
向
に
向
か
う
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
以
上
、
米
独
関
係
は
冷
戦
時
代
と
は
異
な
る
展
開
を
見
せ
る

こ
と
は
、
十
分
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
四
　
新
政
権
の
方
針
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃

　
一
九
九
八
年
九
月
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
C
D
U
／
C
S
U
と
F
D
P
（
自
由
民
主
党
）
の
コ
ー
ル
政
権
が
敗
れ
、
S
P
D
と

「
緑
の
党
」
（
9
ぎ
o
＼
ω
冒
α
巳
ω
8
）
の
新
政
権
が
誕
生
し
た
。
首
相
に
は
「
新
し
い
中
道
」
を
掲
げ
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
つ
き
、
外

相
に
は
「
緑
の
党
」
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
国
防
相
に
は
S
P
D
の
シ
ャ
ル
ピ
ン
グ
が
つ
い
た
。
S
P
D
で
は
右
派
・
穏
健
派
中
心
の

布
陣
で
あ
り
、
「
緑
の
党
」
も
結
党
当
時
と
は
異
な
っ
て
現
実
色
を
濃
く
し
て
い
た
。

　
第
一
の
課
題
は
、
以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
「
連
邦
軍
の
改
革
」
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ル
ピ
ン
グ
国
防
相
は
、
厳
し
い
財
政
事
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情
の
下
に
あ
り
な
が
ら
、
意
欲
的
に
取
組
み
、
改
革
案
を
ま
と
め
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
i
内
閣
も
そ
れ
を
承
認
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
連

邦
軍
の
総
兵
力
を
三
三
・
八
万
人
か
ら
約
二
八
万
人
に
削
減
し
な
が
ら
、
「
領
域
外
」
へ
の
派
遣
兵
力
（
曽
諺
讐
躊
鼠
津
①
）
を
六
万
人

か
ら
一
五
万
人
に
増
や
し
、
新
し
い
任
務
へ
の
対
応
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
兵
役
義
務
は
基
本
を
維
持
し
な
が
ら
、
部

分
的
に
改
め
る
こ
と
で
、
職
業
軍
隊
化
を
進
め
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
要
は
、
N
A
T
O
「
領
域
外
」
で
活
動
で
き
る
連

邦
軍
へ
の
脱
皮
に
重
点
が
あ
っ
た
（
佐
瀬
、
二
〇
〇
一
b
）
。

　
実
際
に
、
そ
の
よ
う
な
兵
力
の
派
遣
も
行
わ
れ
、
一
九
九
九
年
に
は
空
軍
の
ト
ル
ネ
ー
ド
戦
闘
爆
撃
機
が
ユ
ー
ゴ
空
爆
に
参
加
し

て
い
る
。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
欧
州
諸
国
、
特
に
ド
イ
ツ
は
「
危
機
を
管
理
し
、
紛
争
を
解
決
す
る
み
ず
か
ら
の
能
力
の
劣
悪
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
米
軍
の
よ
う
な
精
密
空
爆
能
力
も
な
け
れ
ば
、
ハ
イ
テ
ク
戦
争
能
力
も
な
い
の

が
明
臼
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
米
軍
の
軍
事
能
力
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
ー
〔
欧
州
〕
独
自
の
緊
急
介
入
能
力
を
保

有
す
る
方
針
を
固
め
た
」
（
佐
瀬
、
二
〇
〇
一
c
、
七
三
頁
）
。
連
邦
軍
の
改
革
が
本
格
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
防
衛
任
務
を
主
務
と

す
る
軍
隊
」
か
ら
脱
皮
し
、
「
国
際
的
平
和
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
の
共
同
介
入
兵
力
」
へ
の
「
連
邦
軍
の
性
格
変
更
」
で
あ
る
（
同
、

八
一
頁
）
。

　
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
発
生
し
た
の
が
、
9
・
1
1
同
時
多
発
テ
ロ
で
あ
り
、
そ
の
直
後
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
は
、
同
盟
国
と
し

て
ア
メ
リ
カ
に
「
限
り
な
い
連
帯
」
を
表
明
し
、
「
軍
事
的
性
格
の
リ
ス
ク
」
を
も
担
う
用
意
が
あ
る
と
語
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ

連
邦
軍
の
編
成
か
ら
し
て
、
後
述
の
よ
う
な
障
壁
も
あ
り
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
足
元
の
連
立
与
党
内
に
批
判

的
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
は
三
九
〇
〇
名
の
派
兵
の
方
針
を
決
め

247



ドイツ・シュレーダー政権の安全保障政策

た
が
、
「
領
域
外
」
の
派
兵
に
は
議
会
の
承
認
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。

　
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
「
ド
イ
ツ
の
戦
後
政
治
は
後
戻
り
で
き
な
い
段
階
に
入
っ
た
」
と
演
説
で
述
べ
、
断
固
た
る
決
意
を
表
明
し
た
。

慎
重
な
が
ら
そ
の
意
味
は
「
戦
後
」
を
総
決
算
し
、
「
普
通
の
国
」
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
首
相
に
近
い
評
論
家
ゾ
ン

マ
ー
の
表
現
は
よ
り
直
裁
で
あ
り
、
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
二
一
世
紀
に
入
っ
て
ド
イ
ツ
は
完
全
に
普
通
の
状
態
に
戻
っ
た
。
ド
イ
ツ

は
過
去
に
つ
い
て
の
自
覚
を
も
ち
つ
つ
、
未
来
の
義
務
を
果
た
し
て
い
く
普
通
の
国
に
な
っ
た
」
（
薫
8
ヨ
・
）
と
。

　
こ
の
段
階
ま
で
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
動
き
に
は
ブ
レ
が
見
ら
れ
ず
、
与
党
内
の
「
造
反
」
封
じ
に
見
事
な
戦
術
を
用
い
た
。
一
一

月
一
六
日
の
連
邦
議
会
の
採
決
に
あ
た
り
、
派
兵
案
と
政
府
信
任
案
を
一
体
と
し
て
提
出
し
、
こ
れ
が
通
ら
な
い
と
解
散
・
総
選
挙

に
な
る
形
で
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
S
P
D
か
ら
は
一
人
が
会
派
離
脱
、
「
緑
の
党
」
で
は
反
対
は
四
人
と
い
う
こ
と
で
、
過
半
数
を
二

票
上
回
る
だ
け
の
僅
差
で
可
決
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
（
読
売
新
聞
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
七
日
付
）
。
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イ
ラ
ク
戦
争
と
米
独
関
係

　
二
〇
〇
二
年
九
月
に
は
連
邦
議
会
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
与
党
側
の
劣
勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
i
首
相

は
八
月
五
日
に
「
対
イ
ラ
ク
攻
撃
に
は
参
加
し
な
い
」
と
表
明
し
た
。
世
論
調
査
で
は
国
民
の
七
～
九
割
が
イ
ラ
ク
攻
撃
に
反
対
し

て
い
た
か
ら
、
こ
の
発
言
は
野
党
か
ら
、
支
持
者
を
取
り
戻
す
た
め
の
選
挙
戦
術
と
見
ら
れ
た
。
結
果
的
に
与
党
は
、
「
こ
の
反
戦
姿

勢
を
売
り
物
に
し
て
選
挙
戦
で
の
劣
勢
を
逆
転
、
政
権
継
続
に
成
功
し
た
」
（
佐
瀬
、
二
〇
〇
三
、
一
五
〇
頁
）
。

　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
こ
の
動
き
を
「
選
挙
戦
に
勝
つ
た
め
に
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
同
盟
関
係
を
犠
牲
に
し
た
と
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み
て
激
怒
し
た
」
。
そ
し
て
、
外
交
上
の
慣
例
に
反
し
て
、
勝
利
し
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
i
首
相
へ
の
祝
電
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
は
「
ド
イ

ツ
政
府
に
こ
と
の
重
大
さ
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
」
に
な
っ
た
。
「
ド
イ
ツ
政
府
は
、
反
イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
、

対
米
関
係
の
修
復
に
全
力
を
挙
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
経
済
界
や
野
党
か
ら
の
対
米
関
係
改
善
へ
向
け
て
の
圧
力
は
、
大
量
矢
業

を
抱
え
る
政
権
党
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
」
の
で
あ
る
（
齋
藤
義
彦
、
二
〇
〇
四
、
七
二
～
七
三
頁
）
。

　
し
か
し
、
総
選
挙
で
の
公
約
も
あ
り
、
条
件
を
十
分
に
満
た
さ
な
い
形
で
の
イ
ラ
ク
攻
撃
に
は
反
対
し
続
け
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ

ア
と
と
も
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
を
牽
制
す
る
動
き
を
と
っ
た
。
第
二
次
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
内
閣
で
国
防
相
に
な
っ
て
い
た
シ
ュ
ト
ゥ

ル
ッ
ク
は
、
一
二
月
二
五
日
に
、
改
め
て
「
イ
ラ
ク
と
ア
ル
カ
イ
ー
ダ
の
関
係
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
、
そ
れ
が
「
立

証
さ
れ
な
い
限
り
ド
イ
ツ
は
イ
ラ
ク
攻
撃
に
は
参
加
し
な
い
と
い
う
立
場
を
再
確
認
し
た
」
と
述
べ
た
（
斎
藤
義
彦
、
七
四
頁
）
。

　
ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
動
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
経
済
的
利
害
が
か
ら
ん
で
い
た
が
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
そ
う
い

う
背
景
は
な
か
っ
た
。
仏
ロ
は
、
一
九
九
五
四
月
の
安
保
理
決
議
九
八
六
で
、
イ
ラ
ク
の
石
油
利
権
に
次
の
よ
う
な
形
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
イ
ラ
ク
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
緩
和
し
、
石
油
の
輸
出
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
食
糧
を
輸
入
さ
せ
る

と
い
う
決
議
で
あ
る
が
、
フ
セ
イ
ン
は
相
手
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
を
選
ん
で
い
た
の
で
あ
る
（
斎
藤
直
樹
、
二
〇
〇
四
、
四
七

頁
）
。
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ラ
ク
攻
撃
を
す
れ
ば
、
こ
れ
を
止
め
さ
せ
る
意
向
だ
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
と
利
害
が
対
立
し
て

い
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
事
情
は
な
か
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
ド
イ
ツ
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
ア
メ
リ
カ
と
距
離
を
お
く
姿
勢
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
年
か
ら

現
金
と
し
て
流
通
し
始
め
た
通
貨
ユ
ー
ロ
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ユ
ー
ロ
に
は
欧
州
協
調
の
強
化
に
よ
っ
て
対
米
自
立
性
を
高
め
る
と
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い
う
、
一
般
的
な
効
果
が
あ
っ
た
の
は
当
然
で
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
が
「
こ
こ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
す
る
動
き
を
繰
り
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
」
理
由
と
し
て
、
「
自
信
の
最
大
の
根
拠
は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
の
ユ
ー
ロ
導
入
の
成
功
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
羽

場
、
二
〇
〇
四
、
一
六
九
頁
）
。
そ
の
ほ
か
に
ド
イ
ツ
に
は
、
対
仏
関
係
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
特
殊
な
事
情
も
あ
っ
た
。
「
ユ
ー
ロ

の
安
定
成
長
協
定
を
三
年
連
続
で
破
る
こ
と
が
確
実
で
、
財
政
規
律
を
揺
る
が
せ
て
い
る
独
仏
は
、
欧
州
連
合
内
で
の
同
盟
関
係
を

よ
り
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
斎
藤
義
彦
、
七
五
頁
）
。

　
ま
た
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
側
の
間
に
は
、
外
交
ス
タ
イ
ル
の
相
違
が
際
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
米
欧
対
立
を
大
き
く

し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
国
際
テ
ロ
の
脅
威
に
対
し
て
、
「
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
先
制
行
動
（
震
8
目
旨
9
）

の
理
論
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
従
来
の
抑
止
の
効
か
な
い
相
手
に
対
し
て
、
そ
れ
を
放
置
せ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
先
制
行
動
を
辞

さ
な
い
と
の
姿
勢
で
あ
る
。
ま
た
、
「
米
国
は
常
に
国
際
社
会
の
支
援
を
得
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
必

要
な
場
合
に
は
単
独
で
の
行
動
を
厭
わ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
神
保
、
二
〇
〇
三
、
二
δ
頁
）
。

　
こ
の
ド
ク
ト
リ
ン
に
は
、
国
際
法
を
無
視
し
て
ア
メ
リ
カ
の
単
独
行
動
主
義
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
成
功
の
保
障
は
な
い
と

の
批
判
が
出
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
行
動
に
も
、
こ
の
懸
念
が
強
く
出
て
い
た
が
、
単
純
な
反
対
論
で
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
国
際
法
と
の
関
連
だ
が
、
従
来
の
概
念
で
は
割
り
切
れ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
コ
ソ
ボ
で
の
欧
州
の
対

応
に
も
そ
の
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
「
コ
ソ
ボ
紛
争
で
の
N
A
T
O
の
空
爆
は
、
ロ
シ
ア
の
反
対
な
ど
の
た
め
に
安
保
理
決
議
を
得
な
い

で
実
施
さ
れ
た
が
、
民
族
浄
化
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
『
人
道
的
介
入
』
の
大
義
が
」
も
の
を
い
っ
て
い
た
。
合

法
性
に
は
間
題
が
あ
っ
て
も
「
正
当
な
武
力
行
使
」
と
い
え
る
だ
け
の
正
統
性
が
あ
れ
ば
、
自
ず
と
別
の
判
断
に
な
る
と
の
考
え
で
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あ
る
（
河
野
、
二
〇
〇
四
、
九
一
頁
）
。
そ
れ
だ
け
に
、
慎
重
な
手
続
き
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
統
性
を
確
保
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
姿
勢
が
あ
り
、
こ
れ
が
イ
ラ
ク
攻
撃
で
の
米
欧
の
対
応
を
分
け
た
。

　
加
え
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
中
核
的
な
メ
ン
バ
ー
に
は
、
性
急
な
行
動
と
、
自
か
黒
か
の
単
純
化
さ
れ
た
議
論
が
際
立
っ
て
い
た
の

で
、
ド
イ
ッ
側
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
自
制
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
判
断
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
批
判
に

対
し
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
外
相
が
、
「
同
盟
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
衛
星
国
で
は
な
い
」
と
反
論
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
理
解
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
同
、
九
〇
頁
V
。

　
し
か
し
、
結
局
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
、
米
英
は
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
に
踏
み
切
っ
た
。
長
期
戦
を
予
想
す
る
見
方

も
あ
っ
た
が
、
四
月
九
日
に
は
バ
グ
ダ
ッ
ト
が
陥
落
し
、
五
月
一
日
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
終
結
宣
言
を
し
た
。

　
戦
後
復
興
を
め
ぐ
っ
て
は
、
当
初
、
米
欧
対
立
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
に
ど
う
出
て
く
る
か
が
注

目
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
距
離
を
置
い
た
三
国
に
対
し
て
、
イ
ラ
ク
の
戦
後
復
興
で
、
経
済
的
な
制
裁
の
動
き
に
出
る
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
国
に
対
し
て
異
な
る
対
応
が
な
さ
れ
る
と
の
予
想
も
出
て
、
「
ロ
シ
ア
を
許
し
、
ド
イ
ツ
を
無
視
し
、

フ
ラ
ン
ス
を
罰
す
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
（
佐
瀬
、
二
〇
〇
三
、
一
五
一
頁
）
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
と
異
な
り
、
選
挙
が
ら
み

で
イ
ラ
ク
攻
撃
に
反
対
し
た
と
の
見
方
が
あ
る
分
だ
け
、
楽
観
的
な
要
素
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
森
本
、
二
〇
〇
四
、
一
五
八
頁
）
。
対

米
自
立
の
伝
統
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
は
と
も
か
く
、
ド
イ
ツ
政
府
が
ど
う
出
る
か
が
焦
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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六
　
今
後
の
展
望

　
イ
ラ
ク
情
勢
は
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
の
後
も
、
混
迷
を
深
め
、
占
領
下
に
あ
っ
て
む
し
ろ
自
爆
テ
ロ
な
ど
で
の
抵
抗
が
活
発
に

な
っ
た
。
一
二
月
一
三
日
に
フ
セ
イ
ン
が
拘
束
さ
れ
て
か
ら
も
状
況
は
好
転
し
な
か
っ
た
。
主
権
移
譲
後
も
米
英
な
ど
が
駐
留
を
続

け
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
に
沈
静
化
の
気
配
は
明
確
に
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
へ
の
批
判
が
強
ま
っ
て
い

る
が
、
ド
イ
ツ
政
府
の
動
き
は
単
純
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
と
一
定
の
距
離
を
お
い
て
、
対
米
関
係
の
修
復
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
政
権
交
代
と
な
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
は
「
大
き
く
変
わ
ら
な
い
」
と
の
見
方
が

欧
州
で
は
支
配
的
だ
か
ら
で
あ
る
（
植
田
、
二
〇
〇
四
、
二
八
頁
）
。

　
ま
ず
、
大
量
破
壊
兵
器
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
「
イ
ラ
ク
戦
争
に
大
義
な
し
」
す
る
よ
う
な
議
論
が
わ
が
国
に
は
多
い
が
、

そ
の
よ
う
な
「
後
知
恵
」
に
よ
る
議
論
は
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
は
聞
か
れ
な
い
。
そ
れ
は
結
果
論
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
な
ど
も
イ
ラ
ク
の

大
量
破
壊
兵
器
所
有
に
よ
る
潜
在
的
脅
威
は
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
軍
事
貢
献
は

拡
大
さ
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
八
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
北
部
ク
ン
ド
ゥ
ス
に
も
兵
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
米
軍

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
の
は
確
実
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
も
こ
れ
を
評
価
し
て
い
る
（
読
売
新
聞
、
二
〇
〇
三
年
八
月
二
八
日
付
）
。

　
こ
の
点
は
、
フ
ラ
ン
ス
も
同
様
で
あ
り
、
「
仏
、
独
は
開
戦
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
米
と
激
し
い
論
戦
を
展
開
し
た
も
の
の
、
国
連
の

外
に
ま
で
米
国
非
難
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
広
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
、
中
国
と
の
連
携
は
開
戦
承
認
決
議
の
阻
止
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
米
に
対
抗
す
る
新
し
い
国
際
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
（
河
野
、
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二
〇
〇
四
、
八
四
頁
）
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
国
連
安
保
理
決
議
一
五
四
六
が
採
択
さ
れ
た
後
に
、
連
邦
議
会
で
イ
ラ
ク
派
兵
の
可
能
性
を
尋
ね
ら

れ
た
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ッ
ク
国
防
相
が
、
答
弁
で
そ
れ
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
連
邦
軍
は
「
そ
う
い
う
任
務
の
た
め
の
訓
練
を
受
け
て
い

な
い
か
ら
」
と
の
理
由
を
あ
げ
て
、
真
正
面
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
批
判
を
控
え
て
い
る
（
佐
瀬
昌
盛
、
産
経
新
聞
、
二
〇
〇
四
年
六
月
二
四

日
付
）
。

　
さ
ら
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
作
戦
に
間
接
的
に
協
力
も
し
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
は
イ
ラ
ク
作
戦
遂
行
の
た
め
に
米
軍
機
が
領
空

を
通
過
す
る
の
を
認
め
、
国
内
五
六
か
所
の
米
軍
基
地
お
よ
び
家
族
の
居
住
施
設
警
備
の
た
め
に
三
八
○
○
人
の
兵
員
を
出
動
さ
せ

て
も
い
る
」
の
で
あ
る
（
河
野
、
同
、
八
四
頁
）
。

　
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
も
伴
っ
て
、
イ
ラ
ン
の
核
疑
惑
間
題
の
解
決
の
た
め
に
行
動
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に

仏
独
英
の
三
国
外
相
が
イ
ラ
ン
を
訪
問
し
、
イ
ラ
ン
か
ら
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
濃
縮
装
置
を
廃
棄
す
る
と
の
約
束
を
引
き
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ン
と
断
絶
が
続
い
て
い
る
の
で
、
E
U
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
外
交
は
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
（
同
、
九
三
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
は
多
少
異
な
る
E
U
の
安
全
保
障
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
の
「
ソ
ラ
ナ
・

ぺ
ー
パ
ー
」
（
「
よ
り
よ
い
世
界
に
お
け
る
安
全
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
E
U
は
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
、
世
界
の

安
全
保
障
に
責
任
を
負
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
場
合
の
米
欧
の
軍
事
的
共
同
行
動
は
き
わ
め
て
重
要
だ
と
し
て

い
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
安
全
保
障
の
前
提
と
し
て
経
済
的
な
発
展
を
重
視
し
、
国
連
な
ど
と
の
共
同
の
解
決
努
力
を
説
い
て
い
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る
の
が
特
徴
で
あ
る
（
羽
場
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
動
き
を
総
合
的
に
捉
え
る
と
、
「
普
通
の
国
」
と
し
て
、
国
際
社
会
に
足
場
を
確
保
し
て
、
行
動
の
余
地
を
広
げ
な

が
ら
、
国
益
を
追
求
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
姿
勢
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
他
の
国
と
連
携
し
な
が
ら
要
求
を

提
示
し
、
単
独
行
動
主
義
に
自
制
を
求
め
、
そ
の
対
外
政
策
を
国
際
協
調
の
枠
組
の
中
に
留
め
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
形
で
、
対
米
「
説
得
力
」
を
高
め
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
「
対
米
追
随
」
と
の
批
判
を
受
け
や
す
い
日
本
と
は
、
多
く
の
面
で
相
違

が
あ
る
の
で
あ
る
（
櫻
田
、
二
〇
〇
四
、
九
六
～
一
〇
〇
頁
）
。

　
イ
ラ
ク
戦
争
で
の
ア
メ
リ
カ
の
失
敗
は
、
戦
争
ま
で
の
拙
速
な
国
際
的
合
意
形
成
、
不
十
分
な
占
領
統
治
計
画
な
ど
、
「
ソ
フ
ト
・

パ
ワ
ー
」
の
面
に
あ
る
が
（
村
田
、
二
〇
〇
四
、
二
八
ー
三
二
頁
）
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
欧
州
諸
国
は
大
き
く
寄
与

し
う
る
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
で
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
も
ま
た
、
そ
の
意
欲
さ
え
も
て
ば
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
の
安
全
保
障
政
策
は
、
日
本
に
参
考
に
な
る
も
の
を
多
く
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
わ
が
国
と
の
対
比
で
興
味
深
い
の
は
、
日
本
で
の
講
和
論
争
な
ど
で
、
国
家
主
権
の
回
復
に
熱
意
の
な
い
勢
力
が
か
な
り
広
範
に
見
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
際
情
勢
が
複
雑
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
か
な
り
特
異
な
現
象
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
点
は
、
東
京
外
国
語
大
学
に
お
け
る
共
同
研
究
の
研
究
会
で
、
金
子
譲
氏
（
防
衛
研
究
所
）
の
報
告
に
多
く
を
教
わ
っ
た
（
二
〇
〇

四
年
三
月
九
日
）
。

　
こ
の
点
で
も
、
金
子
譲
氏
に
教
わ
っ
た
点
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
の
軍
事
力
の
圧
倒
的
な
差
が
明
白
に
な
っ
て
い
く
が
、
欧
州
の



中
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
多
少
な
り
と
も
派
遣
型
の
編
成
を
備
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
軍
は
ま
っ
た
く
そ
れ
を

欠
い
て
い
た
。
こ
れ
は
E
U
な
ど
、
欧
州
内
で
の
主
導
権
争
い
が
か
ら
ん
で
、
ド
イ
ツ
の
大
き
な
制
約
条
件
に
な
り
か
ね
ず
、
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
参
照
、
佐
瀬
、
二
〇
〇
一
b
。

東洋法学

《
引
用
・
参
照
文
献
》
（
著
者
名
A
B
C
順
）

○
》
一
一
①
戸
U
o
目
戸
、
二
〇
〇
四
、
．
、
↓
冨
》
二
き
旨
R
巨
ω
9
8
鼠
箆
窪
8
、
、
｝
ミ
蛛
ミ
ミ
織
§
ミ
§
誉
ヤ
甘
望

○
羽
場
久
混
子
、
二
〇
〇
四
、
『
拡
大
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
挑
戦
』
、
中
央
公
論
新
社

○
＝
8
パ
ρ
○
ぼ
虜
け
㌶
p
、
二
〇
〇
三
、
b
蔚
』
ミ
葛
§
慧
韓
隷
駄
ミ
切
ミ
§
魯
簑
愚
黛
ミ
隷
b
§
妹
題
ミ
貸
§
鼻
ω
R
賦
巨
9
冨
鼠
冒

○
国
8
閃
ρ
O
ぼ
一
ω
賦
き
、
二
〇
〇
四
、
．
．
9
Φ
》
仁
b
Φ
ε
○
浮
篤
α
R
園
Φ
閃
一
R
琶
閃
ω
o
ぼ
3
R
＼
国
ω
9
R
、
、
｝
』
婁
、
ミ
薄
ミ
ミ
駄
脚
賊
醗
寧

　
鴇
ミ
ら
ミ
斜
ω
“
oo
。

○
国
織
Φ
＆
雲
P
国
o
蒔
四
、
二
〇
〇
四
、
、
．
ω
一
〇
冨
旨
蝕
誘
宕
浮
篤
一
日
ω
貫
讐
畠
一
ω
畠
窪
U
お
冨
良
、
劇
R
一
ぎ
－
勺
巽
δ
－
巧
器
圧
p
讐
9
、
｝

　
評
§
嘗
書
さ
蒔
§
書
ミ
§
ら
ミ
蟄
崔
①
津
ピ

○
神
保
謙
、
二
〇
〇
三
、
「
『
先
制
行
動
』
を
正
当
化
す
る
米
国
の
論
理
」
、
『
中
央
公
論
』
四
月
号

○
加
藤
秀
治
郎
、
一
九
九
二
、
「
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
」
、
花
井
等
・
須
藤
眞
志
編
『
新
比
較
外
交
政
策
論
』
、
学
陽
書
房
、
所
収

○
熊
谷
徹
、
二
〇
〇
二
、
「
マ
ル
ク
を
捨
て
て
『
戦
後
』
か
ら
解
放
さ
れ
た
ド
イ
ツ
」
、
『
中
央
公
論
』
三
月
号

○
河
野
健
一
、
二
〇
〇
四
、
「
転
換
期
の
米
欧
関
係
」
、
『
ド
イ
ツ
研
究
』
三
七
・
三
八
合
併
号

○
森
本
敏
（
編
）
、
二
〇
〇
四
、
『
イ
ラ
ク
戦
争
と
自
衛
隊
派
遣
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
（
同
書
は
編
書
だ
が
編
者
が
執
筆
の
調
整
に
あ
た
っ
て

　
お
り
、
分
担
が
複
雑
な
の
で
森
本
著
の
扱
い
と
し
て
お
く
）

○
村
田
晃
嗣
、
二
〇
〇
四
、
「
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
日
米
関
係
」
、
『
国
際
間
題
』
三
月
号

○
寄
9
芦
勺
簿
段
、
二
〇
〇
二
、
．
、
U
窪
房
畠
一
き
α
仁
且
島
Φ
O
ω
》
、
、
｝
』
§
㌔
ミ
§
§
駄
恕
蔚
§
ミ
ら
ミ
恥
」
認
。
。
●

○
斎
藤
直
樹
、
二
〇
〇
四
、
『
イ
ラ
ク
戦
争
と
世
界
』
、
現
代
図
書

○
齋
藤
義
彦
、
二
〇
〇
四
、
「
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
独
仏
同
盟
」
、
『
ド
イ
ツ
研
究
』
三
七
・
三
八
合
併
号
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○
櫻
田
淳
、

○
佐
瀬
昌
盛
、

○
佐
瀬
昌
盛
、

○
佐
瀬
昌
盛
、

○
佐
瀬
昌
盛
、

○
佐
瀬
昌
盛
、

○
ω
o
日
一
β
Φ
さ

　
の
新
し
い
役
割
」

○
植
田
隆
子
、

二
〇
〇
四
、
「
対
米
『
説
得
力
』
の
確
保
を
国
家
目
標
と
せ
よ
」
、
『
中
央
公
論
』
五
月
号

　
二
〇
〇
一
a
、
「
世
紀
転
換
期
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
政
策
（
上
）
」
、
『
海
外
事
情
』
七
・
八
月
号

　
二
〇
〇
一
b
、
「
世
紀
転
換
期
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
政
策
（
中
）
」
、
『
海
外
事
情
』
九
月
号

　
二
〇
〇
一
c
、
「
世
紀
転
換
期
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
政
策
（
下
）
」
、
『
海
外
事
情
』
一
〇
月
号

　
二
〇
〇
二
、
「
9
／
1
ー
テ
ロ
・
N
A
T
O
・
自
衛
権
」
、
（
拓
殖
大
学
）
『
海
外
事
情
研
究
所
報
告
』
第
三
六
号

　
二
〇
〇
三
、
「
イ
ラ
ク
戦
争
と
米
欧
関
係
」
、
木
村
汎
・
朱
建
栄
編
『
イ
ラ
ク
戦
争
の
衝
撃
』
、
勉
誠
出
版
、
所
収

↓
訂
o
、
二
〇
〇
一
、
、
、
U
Φ
葺
零
巨
き
房
器
器
菊
o
＝
Φ
、
、
（
碕
妻
揖
日
甜
欝
汐
曾
8
葺
零
『
『
民
）
（
邦
訳
「
地
政
学
i
ド
イ
ツ

　
　
　
『
ド
イ
ッ
チ
ラ
ン
ド
』
二
〇
〇
一
年
六
号
）
（
引
用
は
邦
訳
を
参
考
に
し
て
の
加
藤
訳
）

　
二
〇
〇
四
、
「
変
質
す
る
欧
州
安
全
保
障
と
米
欧
関
係
の
将
来
（
下
）
」
、
『
世
界
週
報
』
二
〇
〇
四
年
八
月
一
〇
日
号

※
本
稿
は
、
平
成
一
五
年
度
、
一
六
年
度
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
助
成
を
受
け
た
共
同
基
盤
研
究
「
安
全
保
障
共
同
体
と
い
う
視
角
か
ら
の

冷
戦
後
の
米
欧
関
係
の
研
究
」
（
代
表
者
、
渡
邉
啓
貴
・
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）
の
一
部
で
あ
る
。
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